
　

時
間
を
か
け
て

行
う
こ
と
が
良
い

こ
と
と
、
時
間
を

か
け
ず
効
率
的
に

進
め
る
こ
と
が
良

い
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
中
で
、
今
の

職
場
は
で
き
る
だ

け
時
間
を
か
け
ず

に
こ
な
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

▼
少
子
高
齢
化
で
、
人
口
減
少

が
進
む
中
、
職
場
で
は
必
要
と

さ
れ
る
職
員
数
も
確
保
で
き
ず
、

仕
事
で
の
役
割
や
業
務
も
増
え

る
。
早
く
終
わ
ら
せ
て
、
次
の

仕
事
に
着
手…

。
１
日
は
24
時

間
で
あ
り
、
費
や
せ
る
時
間
は

決
ま
っ
て
い
る
。
限
ら
れ
た
時

間
を
有
効
に
使
い
た
い
と
思
っ

て
い
て
も
、
理
想
と
現
実
は
大

き
く
乖
離
し
て
い
く
▼
人
の
集

中
力
は
、
大
人
で
も
45
分
程
度
。

会
議
や
意
見
交
換
会
な
ど
の
催

し
も
の
で
は
、
挨
拶
や
説
明
は

な
る
べ
く
短
く
要
点
を
ま
と
め

行
い
、
議
論
を
深
め
る
こ
と
に

時
間
を
か
け
る
こ
と
。
出
席
者

に
事
前
資
料
を
配
り
、
当
日
は

資
料
で
分
か
ら
な
い
点
に
関
し

て
質
問
を
設
け
れ
ば
十
分
。
一

方
的
に
聞
く
だ
け
の
時
間
が
長

く
な
る
と
、
議
論
の
前
に
集
中

力
が
途
切
れ
て
し
ま
う
。
様
々

な
工
夫
で
円
滑
に
進
む
努
力
が

主
催
者
に
は
求
め
ら
れ
る
▼
理

想
は
あ
る
が
、
資
料
の
準
備
か

ら
議
論
を
深
め
る
こ
と
も
、
十

分
な
人
員
数
が
い
な
け
れ
ば
う

ま
く
回
ら
な
い
。
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
も
、
一
番
議
論
す
べ

き
は
人
員
を
ど
う
増
や
し
て
い

く
か
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

▲組合ガイダンスでの鍬形青婦部長の説明のようす
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県
職
労
青
年
婦
人
部
は
４
月
11
日
・
18
日
、
当
局
主
催
の
新
採
用
研
修
期
間
中
に

組
合
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
知
事
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
新
採
用
職

員
向
け
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
配
布
。
活
動
紹
介
の
動
画
を
紹
介
し
、
若
手
先
輩
か
ら
加
入

の
体
験
を
伝
え
、
県
職
労
へ
の
加
入
を
呼
び
か
け
た
。

　

各
支
部
で
は
、
歓
迎
昼
食
会
を
開
催
し
て
お
り
、
新
採
用
職
員
の
加
入
促
進
の
取

り
組
み
の
真
っ
最
中
。
職
場
か
ら
の
声
掛
け
で
早
期
加
入
を
実
現
し
よ
う
。

　

本
部
青
婦
部
の
組
合
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
は
、
約
20
人
の
新
採
用

者
が
参
加
。
達
増
知
事
か
ら
の

新
採
用
職
員
へ
の
歓
迎
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
紹
介
（
左
枠
内
）
し

た
う
え
で
、
配
布
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
よ
り
鍬
形
青
婦
部
長

か
ら
組
合
説
明
を
行
っ
た
。
職

場
に
よ
っ
て
働
き
方
や
必
要
な

知
識
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
自

分
で
解
決
で
き
な
い
問
題
に
直

面
し
た
時
の
相
談
先
が
あ
る
か

“労働組合に入って良かった”伝える

を
新
採
用
に
質
問
。
そ
の
う
え

で
、
組
合
加
入
し
て
い
る
こ
と

で
安
心
感
が
あ
る
こ
と
、
こ
れ

ま
で
の
初
任
給
の
引
上
げ
な
ど

の
組
合
の
成
果
や
、
組
合
費
が

実
際
ど
の
よ
う
な
活
動
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
を
丁
寧
に
説
明

し
た
。

　

併
せ
て
「
も
し
、
労
働
組
合

が
な
か
っ
た
ら
」
、
賃
金
水
準

は
低
い
ま
ま
で
長
時
間
労
働
や

サ
ー
ビ
ス
残
業
、
休
暇
も
少
な

い
ブ
ラ
ッ
ク
職
場
が
当
た
り
前

の
常
識
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

こ
と
を
伝
え
た
。
ま
た
、
組
合

員
に
な
る
と
お
得
に
利
用
で
き

る
自
治
労
団
体
生
命
共
済
や
マ

イ
カ
ー
共
済
な
ど
が
あ
る
こ
と

も
伝
え
た
。
最
後
に
須
藤
青
婦

部
書
記
長
か
ら
採
用
後
６
か
月

間
は
「
条
件
付
き
採
用
（
試
用

期
間
）
」
と
い
う
非
常
に
不
安

定
な
身
分
で
あ
る
た
め
、
仕
事

で
の
ミ
ス
や
事
故
に
遭
遇
す
れ

ば
本
採
用
と
な
ら
な
い
危
険
が

あ
る
。
皆
さ
ん
を
守
れ
る
の
は

県
職
労
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
説

明
し
、
早
め
の
加
入
を
促
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
時
間
に
は

青
婦
部
員
が
新
採
用
と
フ
ラ
ン

ク
に
話
を
す
る
機
会
を
設
け
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
個
人
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が

魅
力
的
」
、
「
直
接
説
明
を
聞

く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
、

「
組
合
の
先
輩
方
の
組
合
に
加

入
し
た
き
っ
か
け
な
ど
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、

参
考
に
な
り
ま
し
た
」
と
の
感

想
や
「
共
済
の
詳
細
を
知
り
た

い
」
、
「
保
険
の
こ
と
な
ど
、

数
字
で
わ
か
る
メ
リ
ッ
ト
を

も
っ
と
詳
し
く
聞
き
た
い
」
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
声

を
も
と
に
新
採
用
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
声
掛
け
を
進
め
て
い

く
。

「新採用職員へのメッセージ」

県
職
連
合
第

回

県
職
労
第
１
３
０
回

定
期
大
会

34

◆
日　

時　

２
０
２
３
年
６
月

日
（
土
）

　
　
　
　
　

時
〜

◆
場　

所　
岩
手
県
高
校
教
育
会
館　

大
ホ
ー
ル

10

13

6

8

8
14

12

6

休暇制度紹介コーナー⑤
産前休暇・産後休暇

　

各
支
部
で
は
新
採
用
職
員
歓

迎
昼
食
を
開
催
し
、
加
入
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
同
席

し
た
先
輩
か
ら
は
、
「
自
分
は

他
県
の
出
身
で
、
誰
も
知
ら
な

い
、
同
級
生
も
い
な
い
岩
手
に

来
た
。
組
合
に
入
っ
て
い
ろ
ん

な
人
と
つ
な
が
れ
た
の
が
良

か
っ
た
」
、
「
民
間
の
車
の
保

険
に
入
っ
て
い
た
が
、
組
合
の

マ
イ
カ
ー
共
済
に
変
え
て
掛
金

も
安
く
な
っ
た
し
、
同
じ
掛
金

で
も
手
厚
い
保
障
内
容
な
の
で

入
っ
て
よ
か
っ
た
。
ぜ
ひ
組
合

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
自

身
の
体
験
談
を
も
と
に
加
入
を

呼
び
か
け
た
。

　

先
輩
か
ら
組
合
に
つ
い
て
伝

え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら

加
入
届
提
出
に
つ
な
が
っ
た
支

部
が
あ
っ
た
。
一
方
、
反
省
点

と
し
て
、
「
歓
迎
昼
食
の
場
で

加
入
届
を
書
い
て
く
だ
さ
い
と

言
え
な
か
っ
た
」
場
面
も
あ
り
、

今
後
の
加
入
促
進
で
は
自
信
を

も
っ
て
声
掛
け
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

５
月
以
降
、
よ
り
多
く
の
新

採
用
に
再
度
説
明
の
機
会
を
設

け
る
た
め
、
本
部
か
ら
も
支
部

単
位
で
新
採
用
職
員
の
働
き
方

に
関
し
て
自
由
に
意
見
交
換
し
、

組
合
の
活
動
を
広
げ
る
機
会
を

設
け
る
よ
う
提
起
す
る
。
職
場

か
ら
新
採
用
に
「
私
も
入
っ
て

い
る
か
ら
、
加
入
し
よ
う
よ
」

の
声
掛
け
を
お
願
い
し
た
い
。

本部・新採用加入ガイダンス

青婦部

＝職場からの声掛けで早期加入を実現しよう＝

各支部

加
入
の
き
っ
か
け
は

　
　
　
　
　
先
輩
の
体
験
談

▲県庁支部の新採用職員歓迎昼食会のようす

▲参加者で記念撮影を行った釜石支部新採用職員歓迎昼食会

　新採用職員の皆さん、岩手の、地方自治・地方行政・公共の世界に、ようこそ。
心から、歓迎します。

　ＷＢＣ、ワールド・ベースボール・クラシック2023では、岩手県関係の、大谷
翔平、佐々木朗希、山川穂高、の３選手が、それぞれ優勝に貢献しました。岩手
に生まれ育った若者や、岩手で一時期を過ごした若者が、世界を舞台に活躍でき
る世の中になっているということは、それだけの地域の力が、岩手にあるという
ことで、地方自治・地方行政・公共の先人、先輩の尽力のおかげ、ということが
言えると思います。

　人口に着目すると、地方は人口が減る一方で、衰退の一途をたどっているよう
なイメージになりますが、大谷サンの活躍など、昔は地方でできなかったことが、
今はできるようになっている、という意味では、実は、地方は発展を遂げていま
す。地方において、「健康で文化的な生活」が、かなりの程度可能になり、その
水準が向上しています。

　一方、人口減少問題の背景には、就業・就職、結婚、出産、子育て、それぞれ
の困難さ、一言で言えば「生きにくさ」があり、その「生きにくさ」を「生きや
すさ」に変えることが、今、目の前にある課題です。

　地方共通で全国的でもある人口減少問題の本質は、一人一人の「生きにくさ」
の問題であり、それを「生きやすさ」に変えていくには、一人一人に寄り添う行
政、すなわち地方行政こそが、決定的に重要であると言えましょう。住民をエン
パワーして、希望が持てるようにする、幸福を追求できるようにする、そのよう
な地方自治・地方行政・公共が求められています。

　地方において、公共にかかわる仕事をする事は、今までも、重要でやりがいの
ある事でしたが、今後、ますます、そうなっていくでしょう。さらに、働き方や
職場環境について、生活とのバランスをとれるようにする、という点でも、近年、
公共的な職場において、新しい発展がみられます。

　新採用職員の皆さんには、プライベート（生活など私的領域）を大事にしなが
ら公共のために働き、公共のために働きながらプライベートを充実させることを、
仲間と力を合わせて実現し、世のため人のため自分のために働く楽しさを、感じ
てほしいと思います。
共に、がんばりましょう！

　　　令和５年４月１日
　　　　　　　　　　　　　　岩手県知事  達 増  拓 也



　

県
職
労
は
４
月
１
日
付
で
、

盛
岡
支
部
に
下
平
春
雄
書
記
、

北
上
支
部
に
伊
藤
郁
子
書
記
を

採
用
配
置
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
が
主
役
の
組
合
活
動

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

県
職
労
現
業
評
議
会
２
０
２

３
年
度
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

立
候
補
者
全
員
が
信
任
さ
れ

た
。

　

新
役
員
は
次
の
と
お
り
。

議　

長

工
藤　

明
彦
（
畜
産
研
究
所
分
会
）

副
議
長

佐
藤　

忠
大
（
秘
書
課
分
会
）

菅
原　
　

薫
（
畜
産
研
究
所
分
会
）

事
務
局
長

宮
野　

俊
一
（
管
財
課
分
会
）

事
務
局
次
長

日
下　

貴
行
（
畜
産
研
究
所
分
会
）

幹　

事

菊
池　
　

勉
（
管
財
課
分
会
）

妻
神　

大
己
（
畜
産
研
究
所
分
会
）

宇
都
宮
政
彦
（
沿
岸
局
土
木
部
分
会
）

　

４
月
１
日
付
で
昇
給
・
昇
格

発
令
等
通
知
書
が
総
務
事
務
シ

ス
テ
ム
に
て
発
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
通
知
書
に
は
、昇
給
・

昇
格
の
状
況
、
昨
年
度
の
人
事

評
価
の
結
果
な
ど
重
要
な
情
報

が
示
さ
れ
て
い
る
。
組
合
員
の

皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
確
認
し
よ
う
。

【
昇
給
・
昇
格
は
？
】

　

○
昇
給
の
幅
に
つ
い
て
は
通

昇
給
・
昇
格
発
令
等
通
知
書

現
業
評
で
新
体
制
ス
タ
ー
ト

常
、
４
号
給
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
現
在
は
、
職
員
の
業
務

遂
行
実
績
を
も
と
に
「
極
め
て

良
好
」「
特
に
良
好
」
と
上
司

が
評
価
し
た
職
員
に
対
し
て
昇

給
幅
を
増
や
す
「
査
定
昇
給
制

度
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
評

価
を
行
う
た
め
、
上
司
と
の
面

談
や
、「
評
価
シ
ー
ト
」
の
記

載
等
が
求
め
ら
れ
る
。

　

○
昇
格
の
目
安
に
つ
い
て
、

か
つ
て
は
標
準
的
な
昇
格
の
基

準
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
２
０

０
６
年
の
地
域
給
の
導
入
や
査

定
昇
給
制
度
の
導
入
な
ど
に
よ

り
、
標
準
的
な
昇
格
の
目
安
が

な
く
な
っ
た
。
あ
く
ま
で
も
仮

試
算
で
あ
り
公
式
な
見
解
は
な

い
が
、
査
定
昇
給
制
度
の
影
響

等
を
な
く
し
、
一
般
的
に
積
み

上
げ
る
と
、
お
お
む
ね
の
標
準

と
し
て
大
学
卒
業
程
度
の
場
合

（
新
卒
者
）
は
、
満
10
年
の
経

験
で
主
任
（
３
級
）
に
昇
格
す

る
取
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
主
査
級
以
上
の
任
用
は
、

人
事
評
価
に
よ
り
異
な
る
状
況

に
あ
る
。

【
人
事
評
価
の
結
果
は
？
】

　

新
人
事
評
価
制
度
は
、
地
方

公
務
員
法
第
23
条
の
２
第
２
項

に
基
づ
き
、「
職
員
育
成
」と「
業

務
推
進
支
援
」
を
基
本
と
し
、

「
職
員
個
人
の
努
力
」
と
「
組

織
目
標
へ
の
貢
献
」に
着
目
し
、

制
度
の
透
明
性
及
び
職
員
の
納

得
性
を
高
め
て
実
施
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
の
人
事

評
価
の
結
果
を
確
認
し
、
透
明

性
、
納
得
性
が
担
保
さ
れ
て
い

る
の
か
確
認
し
よ
う
。

【
勤
務
意
欲
持
て
る
賃
金
改
善
を
】

　

こ
れ
ま
で
の
昇
給
抑
制
を
は

じ
め
と
す
る
賃
金
引
下
げ
に
よ

り
、
中
高
齢
職
員
の
勤
務
意
欲

が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
以
上
の
賃
金
抑
制
を
許
さ

ず
、
勤
務
意
欲
を
維
持
で
き
る

賃
金
改
善
や
、
若
年
層
の
初
任

給
改
善
、
生
涯
賃
金
改
善
の
た

め
の
昇
給
・
昇
格
運
用
の
改
善

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

岩　　　手　　　県　　　職　　　労第1623号（昭和34年４月１日第三種郵便物認可） 2023年4月30日（２）

小
野　

国
義
（
県
南
局
一
関
土
木

セ
ン
タ
ー
分
会
）

日
山　

将
太
（
県
北
農
業
研
究
所
分
会
）

工藤　明彦 議長

佐藤　忠大 副議長

菅原　薫 副議長

日下　貴行 事務局次長 宮野　俊一 事務局長

を
確
認
し
ま
し
ょ
う

お
給
料
の
大
事
な
情
報
で
す

■基準日：２０２３年５月１日（月）

■集約日：２０２３年６月 15 日（木）

－提出は支部書記局へ－

書
記
の
採
用
配
置

◆
北
上
支
部

伊
藤　

郁
子
書
記

〈
２
０
２
３
年
４
月
１
日
採
用
〉

《
昇
給
の
区
分
》

Ａ
：
極
め
て
良
好
（
８
号
給
）

Ｂ
：
特
に
良
好
（
６
号
給
）

Ｃ
：
良
好
（
４
号
給
）

Ｄ
：
や
や
良
好
で
な
い
（
２
号
給
）

Ｅ
：
良
好
で
な
い
（
な
し
）
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